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２つのグループに分かれ、全校校外学習に出かけました！  
G１～G４ 「MonteCasino Bird Gardens」 
国が違えば、棲んで

いる鳥や動物も違いま
す。動物の宝庫と呼ば
れる南アフリカの鳥た

ち が 見 ら れ る 「 MonteCasino Bird 
Gardens」に行ってきました。鮮やかな
色や変わった形の羽、想像と違う鳴き
声の沢山の鳥たちの特徴がわかるよう
展示の工夫が凝らされていました。  
また、自由に見学できるよう 3 つの

グループに分かれたのですが、それぞれ
の班長となった G4 の 3 名は、最高学年
として、回るコース決めから休憩の時間
設定、メンバーへの声掛けなど、大活躍
してくれました。バードショーでは、ワ
シやフクロウなどを目の前で見ること
ができ、その特徴などの説明をしっかり
聞いていました。事前にメニューを見て

注文した美味しい昼食を受け取り、皆、笑顔で頂きました。 
学校に戻ってしおりに記入した感想をもとに発表し合い、楽しい校外学習を互いに深め合っていました。

教室での学びを校外に移して行う学習の良さを実感できた一日となりました。 
 
G５～G９  「Official Visitor Centre For The Cradle of Humankind World Heritage site」 

 
車で、1 時間くらいの場所に、

広大な自然の中に、古墳のよう
な建物のビジターセンターが現
れます。人類の歴史はアフリカ
大陸から始まったといわれてい
ます。いわゆる「アウト･オブ･
アフリカ」とよばれる理論とな
る人類の祖先をたどると、1つの
場所、ここにある南アフリカの
「人類化石遺跡群」での発見がもとになっています。1924 年の南アフリ

カでのアウストラロピテクスの発見に続き、2015年にホモ・ナレディと呼ばれる
新種の初期人類の化石が見つかっています。 
地球の歴史の流れを体感する乗り物に乗った後、子供たちは、たくさんの展示

物を目の当たりにしながら学習ガイドの方の説明に聞き入っていました。人類が
いかに進化し、どのような歴史をたどってきたのかを知り、人類のこれから進む
べき道はどうすべきかを考える機会としては、最適の校外学習場所と言えます。
レストランでの美味しい昼食後は、近くのハイキングコースを散策する時間を楽
しむこともできました。残念ながら、水害のため、スタークフォンテン洞窟（採

掘場）は、現在、閉鎖されてい
るため、中に入ることはできま
せんでした。南アフリカには、
ユネスコ登録されている 8 つの
世界遺産がありますが、その一
つを訪問できました。 
今後も、南アでしか見られな

い本物に触れる機会をできるだ
け多くもってほしいと願います。   
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